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與謝野 晶子 訳 



亡き人の 手 なれの 笛に 寄り もこし 夢の 

ゆく へ の 寒き 夜半 かな (晶子) 

# 大納言の 死 を 惜しむ 者が 多く、 月日が たっても 依 

然として 恋しく 思う 人ば かりであった。 六条院 のお 心 

もまた そうであった。 御 関係の 薄い 人物で も、 なんら 

かの すぐれた ところ を 持って いる 者の 死 は 常に 悲しく 

おぼしめ かしわぎ えもんの かみ 

思 召す 方であった から、 柏木の 衛門督 はまして 朝夕に 

お出 入りして いた 人で あつたし、 またそう した 人た ち 

の 中で も 特に 愛すべき 男と して 見て おいでにな つたの 



息 を 書いて おつかわし になった。 御寺に 近い 林から 抜 

いた 竹の子と、 その 辺の 山で 掘られた 自然薯が、 新鮮 

おましめ 

な 山里ら しい 感じ を 出して いるの を 快く 思 召 〔# ルビ 

の 「おぼしめ」 は 底本で は 「おほしめ 匕 されて、 宫 へお 贈 

りになる ので あつたが、 いろいろな こと をお 書きに 

なった あとへ、 

かすみ 

春の 野 山 は 霞 に 妨げられて あいまいな 色 をして い 

ますが、 その 中で あなたへ と 思って これ を 掘り出さ 

せました。 少しば かりです。 

世 を 別れ 入りなん 道 は 後る とも 同じと ころ を 君 も 



がら、 逢う ことが 困難な の を 飽き 足らず 思う というよ 

うな 章 も ある。 ， J の 同じ 所 へ 来る ようにと のお 言葉 は 

何でもない 僧 もよ く 言う ことで あるが、 この 作者 は 御 

実感 そのままであろう とお 思いに なると、 法皇 は その 

とおりに 思 召す であろう、 寄託 を 受けた 自分が 不誠実 

者に なった ことで もお 気づか わし さが 倍加され ておい 

でになる であろう のがお いたわしいと 院は お思いに 

なった。 宮 はつつ まし やかに お 返事 をお 書きに なって、 

あおに び あや ひとかさね 

お使いへ は 青 鈍色の 綾の 一 襲 をお 贈りに なった。 宫 

きちょう 

がお 書きつ ぶしに な つ た 紙の 几帳の そばから 見える の 

を、 手に 取って 御覧に なると、 力の ない 字で、 



すでに 美しい 貴公子の 相が あるの は 危険な ことと も 思 

われる。 内親王 もい らっしゃる 家の 中で こんな 人が 大 

きくな つてい つて は、 どちらに も 心の 苦労 を させな け 

れ ばなら ぬ 日が 必ず 来る だろう。 しかし 皆の その 遠い 

将来 は 私の 見る ことので きない ものな の だ。 『花の 盛 

り はありな めど』 (逢 ひ 見ん こと は 命な りけ リ) だね」 

こうお 言いに な つ て 若君の 顔 を 見守つ ておいで に 

なった。 

「縁起の よろしく ございま せんこと を、 まあ」 

と 女房た ち は 言って いた。 若君 は 歯茎から 出始めて 

むず が ゆい 気の する 歯で 物が 嚙み たいころ で、 竹の子 



を かかえ 込んで I 卞 をたら しながら どこも かも 嚙み試 

みている。 

「変わった 風流 男 だね」 

じょうだん 

と院は 冗談 をお 言いに なって、 竹の子 を 離させて 

おしまい にな リ、 

憂き ふし も 忘れず ながらくれ 竹の子 は 捨てが たき 

物に ぞぁリ ける 

こんな こと をお 言い かけになる が、 若君 は 笑って い 

る だけで 何の ことで あると も 知らない。 そそく さと 院 



音楽 も 結局 寂し さ を 慰める もので はない という 気が 私 

にいた されます」 

と 御 息 所 は 言う。 

「ごもつ ともな ことです よ。 『恋し さの 限り だに ある 

世な りせば』 (つらき をし ひて 歎 かざら まし)」 

大将 は 歎息 をして 楽器 を 前へ 押し やった。 

「楽器に 故人の 音が ついている かどう かが、 私 どもに 

わかります ほどお 弾きに なって 見て ください ませ。 み 

じめ にめ いつ ております われわれの 耳 だけで も 助けて 

ください ませ」 

「私よりも 御 縁の 深い 方の あそばす ものに こそ 故人の 



び わ そうふ れん 

望む 思いから、 琵琶 を 借りて 想 夫 恋 を 弾き出した。 

「自信の ある ものら しく 見えます のが 恥ずかし ゆう ご 

ざ いますが、 この 曲 だけ は ごい つ しょに あそばし てく 

だすって よい 理由の ある ものです から」 

と 大将 は 御簾の 奥 へ 合奏 をお 勧めす る ので あるが、 

しゅうち 

他の ものよりも 多く 羞恥の 感ぜられる 曲に 宫 はお 手 を 

出そうと あそばさない。 ただ 琵琶の 音に 深く 身に しむ 

思 い を 覚えて だけお い でになる 宫 へ 、 

ことに 出で 言 はぬ を 言 ふに まさると は 人に 恥ぢた 

けし. S 

る 気色と ぞ見る 



ろうとした。 

「今夜 の 御風 流 は 非難 い た す 者 も，、 - J ざいません でしよ 

う。 昔の 日の 話 をお 補いく ださいます 程度に しかお 聞 

かせく ださいませんでした のが 残り 多く 思われて なり 

ません」 

と 言い、 御 息 所 は 大将への 贈り物へ 笛 を 添えて 出し 

た。 

「この 笛の ほう は 古い 伝統の ある ものと 伺つ てお リま 

ず ま い 

した。 こんな 女 住居に 置きます こと も、 有名な 楽器の 

ために 気の毒で ございま すから、 お持ちく ださい まし 

てお 吹きく ださい ませば、 前駆の 声に 混じります 音 を 



返歌 をしても まだ 去りが たくて 大将が ためらつ てい 

るう ち 深更に な つ た。 

自宅に 帰って みると、 もう 格子な ど は 皆 おろされて 

だれも 寝て しまって いた。 一条の 宫に 恋をして 親切 

が つ た 訪問 を 常に するとい うような こと を、 夫人 へ 言 

う 者が あつたた めに、 今夜の ように ほかで 夜 ふかし を 

される のが 不愉快で ならない 夫人 は、 良人が 室内へ は 

い つ て 来た こと も 知りながら 寝入った ふう をして いる 

ものら しい。 「妹と われと いる さの 山の 山 あらら ぎ」 

(手 をと り ふれ ぞゃ、 かほ まさる かに や) と美し い 声で 



歌いながら はいつ て 来た 大将 は、 

「どうして こんなに 早く 戸 を 皆 しめてし ま つたの だろ 

う。 引っ込み思案な 人ば かりなの だね。 こんな 月夜の 

けしき 

景色 を だれも 見ようと しないな ど」 

たんそく み す 

と 歎息して 格子 を 上げさせ、 御簾 を 巻き上げ などし 

て 縁に 近く 出て 横たわつ ていた。 

「こんなよ ぃ晚に 眠つ てし まう 人が ある ものです か。 

少し 出て いらっしゃい。 つまらな いじゃありません 

ゝ I 

力」 

などと 夫人へ 言う ので あるが、 おもしろく 思つ てい 

ない 夫人 は 何とも 言わない ので ある。 子供が 寝お びれ 



かわいくて ならぬ というよ うな 表情 をして おいでに 

なった。 

I 公卿 を こんな 失礼な 所へ 置いて はおけ ない。 対の ほ 

う へ 行く ことにしよう」 

とお 言いに なって、 立とうと あそばされ るので ある 

が、 宮 たちが まつわって お離れに ならない。 宮の 若君 

おぼしめ 

は宫 たちと 同じに 扱うべき でない とお 心の中で は 思 召 

される ので あるが、 女 三の 尼宫が 心の 鬼から その 差別 

待遇 を ゆがめて 解釈され る ことがあって はと、 優しい 

御 性質の 院は お思いに なって、 若君 を もお かわいがり 

になり、 大事に も あそばす のであった。 大将 はこの 若 
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